
(57)【要約】

【課題】７００Ａ／ｍ２ の高電流密度でショートを生じ

ることなく亜鉛電解精錬を行うことにある。

【解決手段】複数枚のアノード板２とカソード板３を亜

鉛電解液１０中において所定の間隔をあけて交互に略平

行に配置し，亜鉛電解液１０中を介してアノード板２と

カソード板３の間で通電し，カソード板３に亜鉛を電着

させる湿式の亜鉛電解精錬において，アノード板２とカ

ソード板３の中心間隔を２０～４０ｍｍとし，かつ，中

心間隔の標準偏差を４．１ｍｍ未満として，アノード板

２とカソード板３の間で６００Ａ/ｍ２ 以上の電流密度

で通電する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 枚 の ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 を 亜 鉛 電 解 液 中 に お い て 所 定 の 間 隔 を あ け て 交 互 に 略 平
行 に 配 置 し ， 亜 鉛 電 解 液 中 を 介 し て ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の 間 で 通 電 し ， カ ソ ー ド 板 に
亜 鉛 を 電 着 さ せ る 湿 式 の 亜 鉛 電 解 精 錬 方 法 に お い て ，
　 ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の 中 心 間 隔 を ２ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ と し ， か つ ， 中 心 間 隔 の 標 準 偏 差
を ４ ． １ 未 満 と し て ， ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の 間 で ６ ０ ０ Ａ /ｍ ２ 以 上 の 電 流 密 度 で 通
電 す る こ と を 特 徴 と す る ， 亜 鉛 電 解 精 錬 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
亜 鉛 電 解 液 が 入 れ ら れ る 電 解 槽 の 上 端 に 配 置 さ れ ， ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の 上 端 に 取 り
付 け ら れ た ヘ ッ ド バ ー を 支 持 す る 支 持 治 具 で あ っ て ，
　 ヘ ッ ド バ ー を 支 持 す る 支 持 部 と ヘ ッ ド バ ー を 通 過 さ せ る 通 過 部 を 交 互 に 直 列 に 複 数 備 え
る こ と を 特 徴 と す る ， 亜 鉛 電 解 精 錬 用 の 支 持 治 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 亜 鉛 電 解 液 中 に 配 置 し た ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の 間 で 通 電 し ， カ ソ ー ド 板
に 亜 鉛 を 電 着 さ せ る 湿 式 の 亜 鉛 電 解 精 錬 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 亜 鉛 電 解 精 錬 は ， 電 力 費 が コ ス ト の 大 部 分 を 占 め る 。 こ の た め ， よ り 電 力 単 価 の 安 い 夜
間 帯 に 亜 鉛 電 解 精 錬 を 行 っ て い る 。 ま た ， 短 時 間 で 亜 鉛 精 錬 を 行 う た め に ， 電 流 密 度 を 上
げ た 高 電 流 に よ り 亜 鉛 を 精 錬 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し ， 高 電 流 密 度 に す る こ と に よ り 短 時 間 に 亜 鉛 を 採 取 可 能 と な る が ， 一 方 で ， 高 電
流 密 に す る と ， ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の ヘ ッ ド バ ー に 電 気 的 に 接 触 し て い る ブ ス バ ー の
温 度 が 上 昇 し ， ブ ス バ ー に 酸 化 膜 が 形 成 さ れ ， 熱 に よ っ て ヘ ッ ド バ ー や ブ ス バ ー が 損 な わ
れ る 問 題 が 発 生 す る 。 こ の 発 熱 に よ る 問 題 を 解 決 す る た め に ， 特 許 文 献 １ に は ， ブ ス バ ー
に 散 水 し 冷 却 す る こ と で ５ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ の 高 電 流 密 度 に す る こ と を 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ １ ２ ４ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 電 流 密 度 を 高 く す れ ば 電 解 精 錬 に か か る 時 間 も 短 縮 で き ， 効 率 も 向 上 す る 。 こ の た め ，
例 え ば ６ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ の 高 電 流 密 度 で 亜 鉛 電 解 精 錬 を 行 う こ と が 望 ま れ て い る 。 と こ ろ が
， ６ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ 以 上 の 高 電 流 密 度 で 亜 鉛 電 解 精 錬 を 行 っ た 場 合 ， 電 解 精 錬 中 に カ ソ ー ド
板 に 局 部 的 に 亜 鉛 が 針 状 に 析 出 し て ， 対 向 す る ア ノ ー ド 板 と 電 気 的 に 接 触 し ， シ ョ ー ト を
生 ず る 可 能 性 が 高 く な る 。 シ ョ ー ト を 生 じ た カ ソ ー ド 板 と ア ノ ー ド 板 の 間 で は 電 解 精 錬 が
停 止 し て し ま う 。 ま た ， せ っ か く ６ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ の 高 電 流 密 度 と し て も ， 電 力 が シ ョ ー ト
に よ っ て 無 駄 に 消 費 さ れ て し ま い ， 電 解 槽 全 体 で は 電 解 効 率 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は ， ６ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ の 高 電 流 密 度 で シ ョ ー ト を 生 じ る こ と な く 亜 鉛 電 解 精
錬 を 行 う こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 し た と こ ろ ， ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド
板 の 間 隔 を 所 定 の 精 度 で 等 間 隔 に 配 置 す る こ と に よ り ， ６ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ の 高 電 流 密 度 で シ
ョ ー ト を ほ と ん ど 生 じ る こ と な く 亜 鉛 電 解 精 錬 が 行 え る よ う に な る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば ， 複 数 枚 の ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 を 亜 鉛 電 解 液 中 に お い て 所 定 の 間 隔
を あ け て 交 互 に 略 平 行 に 配 置 し ， 亜 鉛 電 解 液 中 を 介 し て ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の 間 で 通
電 し ， カ ソ ー ド 板 に 亜 鉛 を 電 着 さ せ る 湿 式 の 亜 鉛 電 解 精 錬 方 法 に お い て ， ア ノ ー ド 板 と カ
ソ ー ド 板 の 中 心 間 隔 を ２ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ と し ， か つ ， 中 心 間 隔 の 標 準 偏 差 を ４ ． １ ｍ ｍ 未 満
と し て ， ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の 間 で ６ ０ ０ Ａ /ｍ ２ 以 上 の 電 流 密 度 で 通 電 す る こ と を
特 徴 と す る ， 亜 鉛 電 解 精 錬 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば ， 亜 鉛 電 解 液 が 入 れ ら れ る 電 解 槽 の 上 端 に 配 置 さ れ ， ア ノ ー ド 板 と
カ ソ ー ド 板 の 上 端 に 取 り 付 け ら れ た ヘ ッ ド バ ー を 支 持 す る 支 持 治 具 で あ っ て ， ヘ ッ ド バ ー
を 支 持 す る 支 持 部 と ヘ ッ ド バ ー を 通 過 さ せ る 通 過 部 を 交 互 に 直 列 に 複 数 備 え る こ と を 特 徴
と す る ， 亜 鉛 電 解 精 錬 用 の 支 持 治 具 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 亜 鉛 電 解 液 中 に お い て 交 互 に 略 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数 枚 の ア ノ ー ド 板 と カ ソ ー ド 板 の 間
隔 を ， 中 心 間 隔 を ２ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ ， 中 心 間 隔 の 標 準 偏 差 を ４ ． １ 未 満 と す る こ と に よ り ，
６ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ の 高 電 流 密 度 で シ ョ ー ト を ほ と ん ど 生 じ る こ と な く 亜 鉛 電 解 精 錬 が 行 え る
よ う に な る 。 本 発 明 に よ れ ば ， シ ョ ー ト の 発 生 を 約 ３ ０ ％ 以 上 低 減 さ せ ， 電 流 効 率 を １ ．
３ ％ 向 上 さ せ る こ と が で き ， こ れ に よ り ， 亜 鉛 電 解 精 錬 の 生 産 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を ， 図 面 を 参 照 に 説 明 す る 。 図 １ は ， 電 解 槽 １ の 平 面 図 で あ る 。 図
２ は ， ア ノ ー ド 板 ２ （ カ ソ ー ド 板 ３ ） の 正 面 図 で あ る 。 図 ３ は ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の 斜
視 図 で あ る 。 な お ， 本 明 細 書 お よ び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成
要 素 に つ い て は ， 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 面 が 開 放 し た 直 方 体 形 状 の 電 解 槽 １ に は ， 亜 鉛 電 解 液 １ ０ が 入 れ ら れ て い る 。 亜 鉛 電
解 液 １ ０ は ， 主 に 硫 酸 亜 鉛 か ら な り ， 他 に マ ン ガ ン 等 が 含 ま れ る 。 そ の 成 分 は 常 に 一 定 で
は な い が ， 例 え ば ， 電 解 前 の 電 解 液 の 主 な 成 分 は ， 亜 鉛 は １ ５ ５ － １ ７ ５ ｇ ， Ｃ ｄ ＜ ０ ．
１ ｐ ｐ ｍ ， Ｃ ｕ ＜ ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ， Ｆ ｅ ， Ｃ ｏ ， ニ ッ ケ ル ， 砒 素 ， ア ン チ モ ン ， マ ン ガ ン ，
マ グ ネ シ ウ ム ， 硫 酸 等 が 含 ま れ て い る 。 電 解 後 は ， 亜 鉛 ６ ０ ～ ７ ０ ｇ ／ Ｌ ， 遊 離 硫 酸 １ ５
０ ～ １ ９ ０ ｇ ， マ ン ガ ン ２ ． ５ ～ ４ ． ５ ｇ ／ Ｌ ， 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム ＜ １ ９ ｇ ・ Ｌ と な る 。
図 示 は し な い が ， 電 解 槽 １ に は ， 亜 鉛 電 解 液 １ ０ の 導 入 ， 排 出 を 行 う 配 管 が そ れ ぞ れ 接 続
し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 解 槽 １ の 左 右 の 上 端 に は ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ が 対 を な し て 載 置 さ れ て い る 。 ま た ，
電 解 槽 １ の 左 右 両 外 側 （ 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ そ れ ぞ れ の 外 側 ） に は ， 通 電 用 の ブ ス バ ー １
３ ， １ ４ が 対 を な し て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら ブ ス バ ー １ ３ ， １ ４ の 一 方 は 正 の 電 極 （ 陽
極 ） で あ り ， 他 方 は 負 の 電 極 （ 陰 極 ） で あ る 。 以 下 ， 一 例 と し て ， 左 側 の ブ ス バ ー １ ３ を
陽 極 ， 右 側 の ブ ス バ ー １ ４ を 陰 極 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に ， ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ は ， 何 れ も 電 極 板 ２ ０ の 上 縁 部
に ， 通 電 及 び 加 重 支 持 用 の ヘ ッ ド バ ー ２ １ を 取 り 付 け た 略 Ｔ 字 型 の 形 状 と な っ て い る 。 電
極 板 ２ ０ は ， 略 長 方 形 の 薄 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 電 極 板 ２ ０ の 材 質 は ， ア ノ ー ド 板 ２ の
場 合 は 鉛 で あ り ， 例 え ば 鉛 ― ０ ． ８ ５ 質 量 ％ 銀 合 金 か ら な り ， 面 積 は １ ． ７ ｍ ２ ほ ど で あ
る 。 な お ， ア ノ ー ド 板 ２ の 電 極 板 ２ ０ に 他 の 合 金 組 成 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば
， 鉛 ― 銀 － カ ル シ ウ ム 合 金 な ど 挙 げ ら れ る 。 Ｐ ｂ ― １ ． ０ ％ Ａ ｇ 鋳 放 ア ノ ー ド と 比 べ ， Ｐ
ｂ ― ０ ． ５ ％ Ａ ｇ － 。 ０ ４ ％ Ｃ ａ 鋳 放 ア ノ ー ド を 用 い る と 槽 電 圧 を 低 下 さ せ る 効 果 が あ る
。 カ ソ ー ド 板 ３ の 場 合 は 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム ま た は そ の 合 金 等 で あ り ， 面 積 は １ ． ７ ｍ ２

ほ ど で あ る 。 ま た ， チ タ ン な ど の 酸 性 に 強 い 金 属 を 用 い て も 良 い 。 ヘ ッ ド バ ー ２ １ は ， 銅
棒 等 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 右 両 端 部 は ， 電 極 板 ２ ０ の 上 縁 に お い て ， 左 右 外 側 に 突 出 し て い る
。 ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 厚 さ ｔ （ 図 ２ （ ｂ ） に 示 す ） は ， ア ノ ー ド 板 ２ の 場 合 は ｔ ＝ １ ７ ｍ ｍ
で あ り ， カ ソ ー ド 板 ３ の 場 合 は ｔ ＝ １ ５ ｍ ｍ で あ る 。 図 ２ の よ う に 平 面 視 で は ， ヘ ッ ド バ
ー ２ １ の 長 さ 方 向 の 中 心 軸 と 電 極 板 ２ ０ の 幅 方 向 の 中 心 軸 は ほ ぼ 一 致 し て お り ， 電 極 板 ２
０ の 表 裏 面 全 体 が ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 中 心 線 と 平 行 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ヘ ッ ド バ
ー ２ １ に よ り 電 極 板 ２ ０ の 位 置 が 精 確 に 把 握 で き る よ う に す る た め と ， 電 解 槽 １ に お い て
各 電 極 板 ２ ０ が 平 行 に 並 ぶ よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ は ， い ず れ も 長 板 形 状 の 基 部 ２ ５ の 上 面 に ， 長
手 方 向 に 沿 っ て ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ を 支 持 す る 複 数 の 支 持 部 ２ ６ を ， 互 い に 隙 間 を 開 け て 配
置 し た 構 成 で あ る 。 基 部 ２ ５ の 上 面 に お い て ， 各 支 持 部 ２ ６ 同 士 の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 が
， ヘ ッ ド バ ー ２ １ を 通 過 さ せ る 通 過 部 ２ ７ と な っ て お り ， 基 部 ２ ５ の 上 面 に は ， 長 手 方 向
に 沿 っ て ， 支 持 部 ２ ６ と 通 過 部 ２ ７ が 交 互 に 直 列 に 複 数 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 支 持 部 ２ ６ の 上 面 に は ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 端 部 を 基 部 ２ ５ の 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 さ
せ た 姿 勢 で 保 持 す る よ う に 案 内 す る た め の ガ イ ド 凹 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド 凹 部
３ ０ は ， 平 面 部 ３ １ と ， 平 面 部 ３ １ の 前 後 （ 基 部 ２ ５ の 長 手 方 向 に お け る 前 後 ） に 配 置 さ
れ た 一 対 の 斜 面 ３ ２ ， ３ ２ で 構 成 さ れ る 。 斜 面 ３ ２ ， ３ ２ は ， 平 面 部 ３ １ の 前 後 に お い て
， 平 面 部 ３ １ か ら 離 れ る に 従 っ て 次 第 に 高 く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 平 面 部 ３ １ の 幅 ｓ （ 基 部 ２ ５ の 長 手 方 向 に お け る 幅 ｓ ） は ， 後 述 す る よ う に カ ソ ー ド 板
３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ （ 厚 さ ｔ ＝ １ ５ ｍ ｍ ） が 支 持 部 ２ ６ に 載 せ ら れ る 左 側 の 支 持 治 具 １ １
に あ っ て は ， ｓ ＝ １ ９ ｍ ｍ で あ る 。 ま た ， 後 述 す る よ う に ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １
（ 厚 さ ｔ ＝ １ ７ ｍ ｍ ） が 支 持 部 ２ ６ に 載 せ ら れ る 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ に あ っ て は ， ｓ ＝ ２
１ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に ， 中 央 の 平 面 部 ３ １ と そ の 前 後 に 配 置 さ れ た 一 対 の 斜 面 ３ ２ ， ３ ２ で 構 成 さ
れ る ガ イ ド 凹 部 ３ ０ が 支 持 部 ２ ６ の 上 面 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り ， 後 述 す る よ う に ，
支 持 部 ２ ６ の 上 面 に ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 端 部 を 載 置 さ せ る と ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ が 斜 面 ３ ２ ，
３ ２ を 自 重 で 滑 り 落 ち て 必 然 的 に 最 下 部 の 平 面 部 ３ １ ま で 移 動 し ， 基 部 ２ ５ の 長 手 方 向 に
対 し て 支 持 部 ２ ６ の 上 面 の ほ ぼ 中 央 に ヘ ッ ド バ ー ２ １ が 位 置 決 め さ れ る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た ， 支 持 部 ２ ６ 上 面 の 外 縁 に は ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 端 面 を 押 さ え る た め の 垂 直 壁 部 ３
５ が 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る 。 こ の 垂 直 壁 部 ３ ５ が 支 持 部 ２ ６ の 上 面 外 縁 に 形 成 さ
れ て い る こ と に よ り ， 後 述 す る よ う に ， 支 持 部 ２ ６ の 上 面 に ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 端 部 を 載 置
さ せ る 際 に は ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 端 面 が 垂 直 壁 部 ３ ５ の 内 側 面 に 押 さ え ら れ ， ヘ ッ ド バ ー
２ １ の 端 部 が ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ よ り も 外 側 に 突 出 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 支 持 部 ２ ６ 同 士 の 間 に 形 成 さ れ た 通 過 部 ２ ７ は ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ を 通 過 さ せ る た め の
十 分 な 幅 ｓ ’ を 有 し て い る 。 各 通 過 部 ２ ７ の 幅 ｓ ’ （ 基 部 ２ ５ の 長 手 方 向 に お け る 幅 ｓ ’
） は ， 後 述 す る よ う に ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ （ 厚 さ ｔ ＝ １ ７ ｍ ｍ ） を 通 過 さ せ る
左 側 の 支 持 治 具 １ １ に あ っ て は ， ｓ ’ ＝ ２ ４ ｍ ｍ で あ る 。 ま た ， 後 述 す る よ う に カ ソ ー ド
板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ （ 厚 さ ｔ ＝ １ ５ ｍ ｍ ） を 通 過 さ せ る 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ に あ っ て は
， ｓ ’ ＝ １ ９ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 通 過 部 ２ ７ に は ， 支 持 部 ２ ６ の 上 面 外 縁 に 形 成 さ れ た 上 述 の 垂 直 壁 部 ３ １ の よ う な も
の は な い 。 こ の た め ， 後 述 す る よ う に ， 通 過 部 ２ ７ に ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 端 部 を 挿 入 さ せ る
際 に は ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 端 部 を 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ よ り も 外 側 に 突 出 さ せ た 状 態 に す る
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こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 支 持 部 ２ ６ と 通 過 部 ２ ７ は ， 基 部 ２ ５ の 長 手 方 向 に 沿 っ て ， ほ ぼ 等 間 隔 で 交 互 に 配 置
さ れ て い る 。 即 ち ， 互 い に 隣 接 す る 支 持 部 ２ ６ と 通 過 部 ２ ７ に お け る 支 持 部 ２ ６ の 中 心 軸
２ ６ ’ と 通 過 部 ２ ７ の 中 心 軸 ２ ７ ’ と の 間 隔 Ｌ （ 隣 接 す る 支 持 部 ２ ６ と 通 過 部 ２ ７ の 中 心
間 隔 Ｌ ） は い ず れ も 等 し く 設 定 さ れ て い る 。 こ の 場 合 ， 各 中 心 間 隔 Ｌ の 長 さ は ， 支 持 治 具
１ １ ， １ ２ の い ず れ も ３ ２ ｍ ｍ に な っ て い る 。 こ れ に よ り ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の い ず れ
に お い て も ， 支 持 部 ２ ６ 同 士 の ピ ッ チ 間 隔 と 通 過 部 ２ ７ 同 士 の ピ ッ チ 間 隔 は ， ６ ４ ｍ ｍ と
な っ て い る 。 こ の 場 合 ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の い ず れ に お い て も ， 支 持 部 ２ ６ 同 士 の ピ ッ
チ 間 隔 と 通 過 部 ２ ７ 同 士 の ピ ッ チ 間 隔 の 寸 法 誤 差 は ± ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 に な る よ う に 設 定 さ
れ ， 製 作 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ 全 体 は ， 耐 熱 性 ， 耐 酸 性 を 有 す る 例 え ば 樹 脂 な ど の 絶 縁 材 料
で 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ は 中 空 の リ ブ 状 と し て 樹 脂 原 料 の
コ ス ト 減 と 強 度 補 強 を は か る と 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ て ， 亜 鉛 電 解 精 錬 を 行 う に は ， 先 ず ， 亜 鉛 電 解 液 １ ０ が 入 れ ら れ た 電 解 槽 １ の 左 右 上
端 に ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の 基 部 ２ ５ を 載 せ て ， 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ を 対 を な す よ
う に 載 置 す る 。 こ の 場 合 ， 左 側 の 支 持 治 具 １ １ に あ っ て は ， 支 持 部 ２ ６ 上 面 の 垂 直 壁 部 ３
１ が 電 解 槽 １ の 外 側 と な る よ う に 配 置 し ， 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ に あ っ て は ， 支 持 部 ２ ６ 上
面 の 垂 直 壁 部 ３ １ が 電 解 槽 １ の 外 側 と な る よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た ， 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ は ， 電 解 槽 １ の 左 右 上 端 の 長 手 方 向 に 沿 っ て ， 隣 接 す
る 支 持 部 ２ ６ と 通 過 部 ２ ７ の 中 心 間 隔 Ｌ と 等 し い 長 さ だ け ， 互 い に ず ら し て 配 置 す る 。 上
述 の よ う に ， 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ は ， 隣 接 す る 支 持 部 ２ ６ と 通 過 部 ２ ７ の 中 心 間 隔
Ｌ が 何 れ も 約 ３ ２ ｍ ｍ と 等 し く な っ て い る の で ， こ の よ う に 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ を
中 心 間 隔 Ｌ だ け 互 い に ず ら し て 配 置 し た こ と に よ り ， 左 側 の 支 持 治 具 １ １ の 各 支 持 部 ２ ６
の 正 面 に ， 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ の 通 過 部 ２ ７ が 位 置 し ， 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ の 各 支 持 部 ２
６ の 正 面 に ， 左 側 の 支 持 治 具 １ １ の 通 過 部 ２ ７ が 位 置 す る よ う に ， 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ，
１ ２ を 対 向 し て 配 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て ， こ れ ら 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の 上 に ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド
バ ー ２ １ を 跨 っ て 載 せ る こ と に よ り ， 複 数 枚 （ 例 え ば そ れ ぞ れ ４ ８ ～ ５ ９ 枚 ） の ア ノ ー ド
板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ を ， 交 互 に 電 解 槽 １ 内 に 挿 入 す る 。 こ れ ら ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板
３ の 挿 入 は ， 電 解 槽 １ の 上 方 か ら ク レ ー ン 等 に よ っ て ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ を 下 降
し な が ら 行 う こ と が で き る 。 そ の 際 ， ア ノ ー ド 板 ２ を 載 せ る 場 合 は ， 図 ４ に 示 す よ う に ，
ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 部 を 電 解 槽 １ の 右 上 端 に 載 せ た 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ の 支 持 部 ２ ６ の
上 に 載 せ ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 を 電 解 槽 １ の 左 上 端 に 載 せ た 左 側 の 支 持 治 具 １ １ の 通
過 部 ２ ７ （ ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 部 を 載 せ た 支 持 部 ２ ６ に 対 向 す る 通 過 部 ２ ７ ） に 通 す よ
う に す る 。 な お ， ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 部 を 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ の 支 持 部
２ ６ の 上 に 載 せ る と き に は ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 面 を 支 持 部 ２ ６ 上 面 の 垂 直 壁 部 ３ １ の
内 側 面 に 押 し 当 て る よ う に し て ， ア ノ ー ド 板 ２ の 左 右 位 置 を 容 易 に 位 置 決 め す る こ と が で
き る 。 そ し て ， こ の よ う に 位 置 決 め さ れ た ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 は ， 左
側 の 支 持 治 具 １ １ の 通 過 部 ２ ７ を 通 っ て 左 側 の 支 持 治 具 １ １ の 外 側 方 （ 支 持 治 具 １ １ よ り
も 更 に 左 側 方 ） ま で 突 出 し ， 電 解 槽 １ の 左 外 側 （ 支 持 治 具 １ １ の 外 側 ） に 配 置 さ れ た 陽 極
の ブ ス バ ー １ ３ に 電 気 的 に 接 触 す る こ と に な る 。 な お ， ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の
右 端 部 は ， 支 持 部 ２ ６ 上 面 に 載 せ ら れ る の で ， 電 解 槽 １ の 右 外 側 （ 支 持 治 具 １ ２ の 外 側 ）
に 配 置 さ れ た 陰 極 の ブ ス バ ー １ ４ に は 電 気 的 に 接 触 し な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た ， ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 部 を 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ の 支 持 部 ２ ６ の 上
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に 載 せ た こ と に よ り ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 部 は 支 持 部 ２ ６ 上 面 の ガ イ ド 凹 部 ３ ０ に よ っ
て 前 後 に 位 置 決 め さ れ ， 同 様 に ， ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 を 左 側 の 支 持 治
具 １ １ の 通 過 部 ２ ７ に 通 し た こ と に よ り ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 は 通 過 部 ２ ７ に よ っ て
前 後 に 位 置 決 め さ れ る 。 こ う し て ， ア ノ ー ド 板 ２ は ， 前 後 左 右 の 位 置 を 正 確 に 位 置 決 め さ
れ た 状 態 で ， 電 解 槽 １ 内 に 挿 入 さ れ ， 当 該 ア ノ ー ド 板 ２ の 電 極 板 ２ ０ は ， 電 解 槽 １ に 入 れ
ら れ た 亜 鉛 電 解 液 １ ０ 中 に 浸 漬 さ れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 ， 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の 上 に カ ソ ー ド 板 ３ を 載 せ る 場 合 は ， 図 ５ に 示 す よ う
に ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 を 電 解 槽 １ の 左 上 端 に 載 せ た 左 側 の 支 持 治 具 １ １ の 支 持 部 ２
６ の 上 に 載 せ ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 部 を 電 解 槽 １ の 右 上 端 に 載 せ た 右 側 の 支 持 治 具 １ ２
の 通 過 部 ２ ７ （ ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 を 載 せ た 支 持 部 ２ ６ に 対 向 す る 通 過 部 ２ ７ ） に 通
す よ う に す る 。 な お ， 同 様 に ， カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 を 左 側 の 支 持 治 具
１ １ の 支 持 部 ２ ６ の 上 に 載 せ る と き に は ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 面 を 支 持 部 ２ ６ 上 面 の 垂
直 壁 部 ３ １ の 内 側 面 に 押 し 当 て る よ う に し て ， カ ソ ー ド 板 ３ の 左 右 位 置 を 容 易 に 位 置 決 め
す る こ と が で き る 。 そ し て ， こ の よ う に 位 置 決 め さ れ た カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の
右 端 部 は ， 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ の 通 過 部 ２ ７ を 通 っ て 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ の 外 側 方 （ 支 持
治 具 １ ２ よ り も 更 に 右 側 方 ） ま で 突 出 し ， 電 解 槽 １ の 右 外 側 （ 支 持 治 具 １ ２ の 外 側 ） に 配
置 さ れ た 陰 極 の ブ ス バ ー １ ４ に 電 気 的 に 接 触 す る こ と に な る 。 な お ， カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ
ド バ ー ２ １ の 左 端 部 は ， 支 持 部 ２ ６ 上 面 に 載 せ ら れ る の で ， 電 解 槽 １ の 左 外 側 （ 支 持 治 具
１ １ の 左 側 ） に 配 置 さ れ た 陽 極 の ブ ス バ ー １ ３ に は 電 気 的 に 接 触 し な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た ， カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 を 左 側 の 支 持 治 具 １ １ の 支 持 部 ２ ６ の 上
に 載 せ た こ と に よ り ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 左 端 部 は 支 持 部 ２ ６ 上 面 の ガ イ ド 凹 部 ３ ０ に よ っ
て 前 後 に 位 置 決 め さ れ ， 同 様 に ， カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 部 を 右 側 の 支 持 治
具 １ ２ の 通 過 部 ２ ７ に 通 し た こ と に よ り ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 右 端 部 は 通 過 部 ２ ７ に よ っ て
前 後 に 位 置 決 め さ れ る 。 こ う し て ， カ ソ ー ド 板 ３ は ， 前 後 左 右 の 位 置 を 正 確 に 位 置 決 め さ
れ た 状 態 で ， 電 解 槽 １ 内 に 挿 入 さ れ ， 当 該 カ ソ ー ド 板 ３ の 電 極 板 ２ ０ も ， 電 解 槽 １ に 入 れ
ら れ た 亜 鉛 電 解 液 １ ０ 中 に 浸 漬 さ れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ う し て ， 所 定 枚 数 の ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ を ， 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の 上
に 載 せ る こ と に よ り ， 電 解 槽 １ 内 に は ， 複 数 枚 の ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ が ， 所 定 の
間 隔 を あ け て 交 互 に 略 平 行 に 配 置 さ れ た 状 態 と な る 。 な お ， 上 述 し た よ う に ヘ ッ ド バ ー ２
１ の 長 さ 方 向 の 中 心 軸 と 電 極 板 ２ ０ の 幅 方 向 の 中 心 軸 は ほ ぼ 一 致 し て お り ， 電 極 板 ２ ０ の
表 裏 面 全 体 が ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 中 心 線 と 平 行 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め ， ア
ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ を ヘ ッ ド バ ー ２ １ に よ っ て 位 置 合 わ せ す る こ と に よ り ， ア ノ ー
ド 板 ２ の 電 極 板 ２ ０ と カ ソ ー ド 板 ３ の 電 極 板 ２ ０ を 互 い に 略 平 行 に 配 置 さ せ る こ と が 可 能
と な る 。 こ の 場 合 ， 上 述 し た よ う に ， ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 厚 さ ｔ が １ ７ ｍ ｍ
， カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 厚 さ ｔ が １ ５ ｍ ｍ に 設 定 さ れ ， 左 側 の 支 持 治 具 １ １ の
支 持 部 ２ ６ 上 面 に 形 成 さ れ た ガ イ ド 凹 部 ３ ０ の 平 面 部 ３ １ の 幅 ｓ が １ ９ ｍ ｍ ， 右 側 の 支 持
治 具 １ ２ の 支 持 部 ２ ６ 上 面 に 形 成 さ れ た ガ イ ド 凹 部 ３ ０ の 平 面 部 ３ １ の 幅 ｓ が ２ １ ｍ ｍ に
設 定 さ れ ， 左 側 の 支 持 治 具 １ １ の 通 過 部 ２ ７ の 幅 ｓ ’ が ２ ４ ｍ ｍ ， 右 側 の 支 持 治 具 １ ２ の
通 過 部 ２ ７ の 幅 ｓ ’ が １ ９ ｍ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。 こ の た め ， こ の よ う に ア ノ ー ド 板 ２ と
カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ を ， 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の 上 に 載 せ て 位 置 決 め し た
こ と に よ っ て ， 複 数 枚 の ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ は ， 互 い に 隣 接 す る ア ノ ー ド 板 ２ と
カ ソ ー ド 板 ３ の 間 で は 両 者 の 中 心 間 隔 が ， 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の 支 持 部 ２ ６ と 通 過 部 ２ ７
の 中 心 間 隔 Ｌ ＝ ３ ２ ｍ ｍ に ほ ぼ 等 し く な る 。 ま た ， 互 い に 隣 接 す る ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー
ド 板 ３ の 中 心 間 隔 の ば ら つ き は ０ ． ２ ２ ｍ ｍ 以 下 ， 標 準 偏 差 が ４ ． １ ｍ ｍ 未 満 と な る 。 な
お ， ア ノ ー ド 板 ２ の 電 極 板 ２ ０ と カ ソ ー ド 板 ３ の 電 極 板 ２ ０ の 間 隔 や ば ら つ き は ， ア ノ ー
ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 位 置 に よ っ て 代 替 的 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 こ う し て ， 複 数 枚 の ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ を ， 電 解 槽 １ 内 に 所 定 の 間 隔 を あ け て
交 互 に 略 平 行 に 配 置 し た 状 態 で ， 左 側 の ブ ス バ ー １ ３ に 正 の 電 荷 を か け ， 右 側 の ブ ス バ ー
１ ４ に 負 の 電 荷 を か け る こ と に よ り ， ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ の 間 で 通 電 し ， 電 解 亜
鉛 を カ ソ ー ド 板 ３ に 電 着 さ せ る 。 こ の 場 合 ， ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ 間 に ６ ０ ０ Ａ /
ｍ ２ 以 上 の 電 流 密 度 で 通 電 す る よ う に ， ブ ス バ ー １ ３ ， １ ４ 間 に 印 加 す る 電 圧 を 調 整 す る
。 こ の 場 合 ， 整 流 器 と し て Ｓ Ｃ Ｒ を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば ， 亜 鉛 電 解 液 １ ０ 中 に お い て 交 互 に 略 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数
枚 の ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ の 中 心 間 隔 が ２ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ ， 中 心 間 隔 の 標 準 偏 差 が ４
． １ 未 満 と な っ て い る こ と に よ り ， ６ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ の 高 電 流 密 度 で も シ ョ ー ト を ほ と ん ど
生 じ る こ と な く 亜 鉛 電 解 精 錬 が 行 え る よ う に な る 。 ア ノ ー ド 板 ２ は 鉛 製 の 板 で あ る た め ，
１ ｍ ｍ 程 度 の そ り ， 曲 が り も あ る 。 し か し ， カ ソ ー ド 板 ３ の 位 置 間 隔 の 精 度 向 上 に よ り ，
シ ョ ー ト の 防 止 ， 電 解 効 率 の 向 上 に 寄 与 し ， ６ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ 以 上 の 高 電 流 密 度 で あ っ て も
安 定 し て 操 作 が 可 能 と な る 。 な お ， 極 間 距 離 が 少 な い 方 が 槽 電 圧 が 下 が る と 一 般 的 に 言 わ
れ て お り ， 極 間 距 離 を 短 く す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 説 明 し た が ， 本 発 明 は 例 示 の 形 態 に 限 定 さ れ な い 。
例 え ば 図 ３ で 説 明 し た 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ で は ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ を 支 持 す る 支 持 部 ２ ６ の
上 面 外 縁 に ， ヘ ッ ド バ ー ２ １ の 端 面 を 押 さ え る た め の 垂 直 壁 部 ３ ５ を 設 け た 例 を 説 明 し た
。 し か し な が ら ， 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に ， 上 面 に 垂 直 壁 部 ３ ５ を 有 し な い 支 持 部 ２ ６ と
し て も 良 い 。 こ の 場 合 ， 左 右 の 支 持 治 具 １ １ ， １ ２ の 両 方 を ， 支 持 部 ２ ６ の 上 面 に 垂 直 壁
部 ３ ５ を 設 け な い 構 成 と し て も 良 い が ， 例 え ば ， カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ を 載 せ る
左 側 の 支 持 治 具 １ １ で は ， 支 持 部 ２ ６ の 上 面 に 垂 直 壁 部 ３ ５ を 設 け ず ， ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ
ッ ド バ ー ２ １ を 載 せ る 右 側 の 支 持 治 具 １ １ で は ， 支 持 部 ２ ６ の 上 面 に 垂 直 壁 部 ３ ５ を 設 け
る よ う に し て も 良 い 。 ま た 逆 に ， カ ソ ー ド 板 ３ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ を 載 せ る 左 側 の 支 持 治 具
１ １ で は ， 支 持 部 ２ ６ の 上 面 に 垂 直 壁 部 ３ ５ を 設 け ， ア ノ ー ド 板 ２ の ヘ ッ ド バ ー ２ １ を 載
せ る 右 側 の 支 持 治 具 １ １ で は ， 支 持 部 ２ ６ の 上 面 に 垂 直 壁 部 ３ ５ を 設 け な い よ う に し て も
良 い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ～ ５ で 説 明 し た 条 件 で 亜 鉛 電 解 精 錬 を 行 っ た 。 ま た ， 比 較 例 と し て ， カ ソ ー ド 板 ３
の ヘ ッ ド バ ー ２ １ （ 厚 さ ｔ ＝ １ ５ ｍ ｍ ） を 通 過 さ せ る 通 過 部 ２ ７ の 幅 ｓ ’ を ３ ０ ｍ ｍ と し
た 治 具 を 用 い て ， ア ノ ー ド 板 ２ と カ ソ ー ド 板 ３ を 電 解 槽 １ 内 に 挿 入 し た 。 比 較 例 で は ， 電
極 間 距 離 の ば ら つ き の 平 均 は ３ ． １ ｍ ｍ と な り ， 標 準 偏 差 で ４ ． １ と な っ た 。 図 １ ～ ５ で
説 明 し た 条 件 で 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 亜 鉛 電 解 精 錬 で は ， 比 較 例 に 比 べ て 電 流 効 率 が １ ．
２ ５ ％ 向 上 し ， 電 極 の シ ョ ー ト 率 が ３ ０ ％ 以 上 向 上 さ れ た 。 な お ， 電 解 効 率 が １ ％ 向 上 す
る と ， 年 間 数 千 万 円 以 上 の コ ス ト 削 減 と な る 。 電 流 密 度 は ， 整 流 器 の 能 力 や 電 解 液 組 成 に
よ っ て 制 限 さ れ る が ， そ れ ら の 制 限 を の ぞ け ば ， ６ ０ ０ ～ ８ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ 以 上 が 可 能 で あ
り ， 特 に は ７ ０ ０ ～ ８ ０ ０ Ａ ／ ｍ ２ で の 電 流 密 度 に よ る 安 定 し た 操 業 が 本 発 明 に よ り 可 能
と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 は ， 湿 式 の 亜 鉛 電 解 精 錬 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 電 解 槽 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ア ノ ー ド 板 （ カ ソ ー ド 板 ） の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 支 持 治 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア ノ ー ド 板 を 電 解 槽 内 に 挿 入 す る 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 カ ソ ー ド 板 ３ を 電 解 槽 内 に 挿 入 す る 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 支 持 部 の 上 面 に 垂 直 壁 部 を 設 け な い 支 持 治 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 電 解 槽
　 ２ 　 ア ノ ー ド 板
　 ３ 　 カ ソ ー ド 板
　 １ １ ， １ ２ 　 支 持 治 具
　 １ ０ 　 亜 鉛 電 解 液
　 １ ３ ， １ ４ 　 ブ ス バ ー
　 ２ ０ 　 電 極 板
　 ２ １ 　 ヘ ッ ド バ ー
　 ２ ５ 　 基 部
　 ２ ６ 　 支 持 部
　 ２ ７ 　 通 過 部
　 ３ ０ 　 ガ イ ド 凹 部
　 ３ １ 　 平 面 部
　 ３ ２ 　 斜 面
　 ３ ５ 　 垂 直 壁 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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